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1.　 服飾にお ける美的 要因には，形 態，色彩 テキスチ

ュア，パターン などが考 えられ る。最近の市場におい て

は ，多種多 様の柄物の出現がみられるが，そのパ ターン

の美的効 果を検討 し，被服着 装上 への影響 を追求 するこ

とは意義 あるものと考 える。

今 回は，市販布 を調査し てパ ターンの分類 を行 ない ，

さらにパターンの模様部分と地の部分 との面 積比お よび

図柄の相違による調 和感につい て検討 し，服飾における

美的効果 を考察した。

2.　まず市販 布を無 作為抽出 によって850種 を選出し ，

パ ターンの分類を行ない，さらに模様 と地との面 積比を

調べた。
次に，これらの結果 を考慮 して水玉柄 （散 点模 様）縞

柄（併列模様）花柄（連続模様）について模様が１に対

して地が0.6,    1,   3,   6,   12,  30 の面積比のパターン

を作製した。ス 市販布の中よ り作製試料 と近似値の面積

比の ものを選び出し，これらについ て一対 比較法によ り

官能検査を行な って，美し く調和 がよい ものの順位を求

め，シェ ツフエの方法の変形に より解析した。

3.　その結果，パターンにおける美的効果は或 る一定

の面積比におい て調和領域がみられ，その比があま り大

であって も小であって もよい 調和は得られない こ とが認

められた。

なお市販布の花模様の場合には他のパターンの結果 と

かな り異なってお り，模様の変化や色彩などの影響によ



る もの と判断された。


	C008-1
	C008-2

